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1. 物理なの？化学なの？難しいからわからない 

 まず、化学か物理学か、という
と、物理学です。化学は主として
原子と原子との結合について研究
します。原子核の中の話は物理学
です。 
 次に、元素記号を見て、「化学
だ！」と思うということは、化学
で元素記号を既に勉強していると
いうことですね！安心しました。 

 中学校や高校で勉強したけれど、講義が難しかった、という反応が非常に多かったです。ある意味、
高校までで拒絶反応が起こるように教育されてきたということでしょうか？ 
 今回（14回め）の講義は、はたしてそれでいいのか？という問いかけです。皆さんは高校までであ
る程度、元素について勉強してきました。それは何のためだったのでしょうか？それは、2011年を迎
えるためだったのです。セシウムが何か、ストロンチウムが何か、どんな元素と似たような性質があ
るのか、そんなことを理解するために勉強してきたのではないでしょうか？そして、今日ほど、その
必要性が再認識される時はなかったはずです！！ 

2. 原子力への期待 

 ビデオの後でもコメントしたように、核
融合が夢のエネルギー源であると安直に考
えるのは危険です。 
 核融合をエネルギー源として使うのかど
うか、それは、皆さん自身の判断によりま
す。皆さんは、どう判断するでしょうか。
判断するために何が必要でしょうか。 

 良くも悪くもです。マシン
ガンはタイプライターよりも
先に発明されたそうです。 



3. 原子力に対する不安 

 ある意味、生理的・本能的に危険を感じている人もいると思います。そして、その危険を感じる気
持ちは大切にしたいものです。実際、無限のエネルギーが得られたとしても、それをどう使うかは人
次第で、いくらでも誤った使い方ができます。その一方、増え続ける人口に対して、資源もエネル
ギーも食料も不足します。現時点でも不足しています。その対策も、同時に考えなければなりません。 

4. もっと知ろうよ 

 第14講の一番伝えたいことが、正
しくこれです。講義でお話しする前
に、皆さんに書いてもらえるなんて
感激です。 
 今現在、様々な現代の科学技術の
恩恵を私たちは享受しています。し
かし、それらには、当然、負の側面
もあります。そういったことを全部
しっかりと理解した上で判断しなけ
れば、重大で取り返しのつかない過
ちとなってしまうでしょう。 
 自分たちで主体的に正しく判断す
るために、知っていなければなりま
せん。 

5. その他  できません。これができたら本当の錬金術に近づき
ますね。しかし、残念ながら現在の技術ではできませ
んし、まして拡散してしまったセシウムを安全な原子
に変えることは将来になっても不可能でしょう。 

 原子自身が問題ではなく、特定の原子
から出てくる放射線が体の組織を破壊す
ることが問題なのです(配布資料参照)。 

 もしも物質をエネルギーに
すべて変えられるのならば、
エネルギーは質量だけで決ま
ります。不燃ごみＯＫです。 

 その電子辞書はちょっと情
報が古いです。反水素は作ら
れています。反水素は通常の
物質と触れ合って消えてエネ
ルギーだけになります。 

 「命」はまた別の概念のように思います。しかし、細胞が生きているというのは事実だと思います。
ただ、人間の体を構成する細胞は、通常、単独では生き残れません。ＨＥＬＡ細胞という、人間のがん
細胞は、培養によって何十年も生き続けていますが……。 


